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【大阪府の主要駅】 

「難波」の 2013 年マンション PER は 12.98 で、そ

の収益性の高さは主要駅の中でも際立っている。

「中之島」「梅田」では新築マンションの価格調整

によって直近にかけて収益性が改善しており、

「難波」と遜色ない水準に回復している。また、

「西長堀」でも価格下落によって 2013 年のマン

ション PER は 21.51 と 2009 年以降では初めて

大阪府平均を下回った。北摂エリアの人気住宅

地に位置する「千里中央」のマンション PER は

2013 年時点においても大阪府平均を上回って

いるが、直近にかけては新築マンションの価格

下落に起因して収益性が大幅に改善されてきて

いる。大阪府の主要駅では、需給バランスの悪

化から新築マンションの分譲価格が下落傾向に

あり、賃料水準には大きな変化がないことから

結果的に収益力が回復している状況を確認することができる。 

【兵庫県の主要駅】 

「三ノ宮」「西宮北口」は交通利便性が高く、駅近

くに大規模商業施設があって生活利便性も良好

であることから、月額賃料は主要駅の中でも高

水準となっており、これが優良な収益性を下支

えしている。特に、神戸市中心部に位置する「三

ノ宮」の収益性は高い水準で安定推移している。

一方、「伊丹」、「六甲」および「甲子園口」では、

ここ数年は新築マンション価格が強含んでいる

ために、それぞれのマンション PER は上昇（悪

化）基調で推移している。 同じ圏域内や県内で

も価格調整の進捗には違いが生じていることか

ら、収益性を考慮して新築マンションを購入する

場合には、エリアマーケットの変化も判断材料に

加える必要がある。 

東京カンテイ、近畿圏“今話題の新築供給エリア”のマンション PER を分析 

大阪府の主要駅 新築マンションの価格調整が進み収益力回復

兵庫県では 2つに大別 神戸市中心部に位置する「三ノ宮」「西宮北口」で高収益性示す 

●マンション PER とは
分譲マンションの価格が、同じ駅勢圏の分譲マンション賃料の何年分に相当するか求めた値。 

マンション PER ＝ マンション価格 ÷ （月額賃料 × 12） 
例えば、マンション PER が 23.94 であれば、その駅の新築マンション平均価格は駅勢圏賃料 
相場の 23.94 年分に相当する（＝賃料換算で 23.94 年で回収できる）ということになる。 
一般にマンション PER が低ければ収益性が高く、反対に高ければ収益性は低い。


